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令和６年度　学校自己点検・自己評価

今後１８歳人口は減少していく。静岡県西部地区の減少は緩やかではある
が、危機感をもって対応を考えていきたい。年々受験者数が減少傾向にあ
り、入試日程及び受験科目を変更したが令和6年度の入学者数は定員に満
たなかった。次年度はさらに公募推薦を検討し、入学者確保に努めてい
く。

国家試験は、全国合格率を上回り、過去５年間としては100％である。ま
た卒業時の到達状況は教育目標１と２が高値傾向を示し、自己理解・他者
理解とともに、対象である生活者としての人間への興味関心を持った学び
をしている。進学について助産師志望の学生が2名あったが、残念ながら
受験合格に至らなかった。卒業生の成長や活動状況などは、各厚生連関連
病院の報告より把握している。

看護実践ステップアップ（広域看護活動）において、国際看護を教授して
いる。海外看護活動経験者の講義を依頼している。地域活動としては、関
連病院・近隣クリニックなどの行事運営などのボランティア参加を引き続
き継続的に実施していく。

日々の授業の評価・まとめを次に活かしていくように、新校舎では環境の
整備を検討している。今後は、関連病院や施設との共同研究も視野にいれ
ていく。次年度は専門分野（看護学）の授業評価に取り組む。

評価

農協の相互扶助の精神を受け継ぎ、理念、目的、目標、到達度など学生要
覧や建学の精神に示している。今後も教育理念は変わらす運用していく。

本年より新カリキュラムが開始された。全学年の教育目標の評価を実施し
た。ほぼ８割程度が目標を達成している。全学年が新カリキュラムでの学
習となった。今後はその成果を検討していく。

カリキュラム進度計画に沿って進行できている。学生にも進度がわかるよ
うに、学生要覧、シラバスは学生個人に配布している。教員の教育・研究
活動の充実については、授業や実習業務が重なっているため、教員間で協
力し時間確保に努めている。また、実習施設の指導力向上を図るため、教
員と臨地指導者との合同会議を実施し、教育環境を整えている。臨地指導
者の各研修紹介や参加協力を継続している。

授業内容や展開プロセスなどの評価・検討は日々の業務、カンファレン
ス、カリキュラム検討会で行っている。学生が学習をわかる喜びへと発展
していける工夫を検討している。また、思考を求める授業や実習において
は、新カリキュラムよりルーブリック評価を取り入れた。教員は各研修会
に参加し、教授内容・授業方法についての研鑽に努め、改善を図ってい
る。

専任教員の確保は、規程数（8人以上）は満たしている。実習と学内指導
の兼務型であるため、ソフト面の充実のためにも人員確保をし教育体制を
整え、業務改善を検討している。９月より新校舎移転となり今までの課題
であったハード面は改善された。
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